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産米林から畦畔林へ

一一東北タイにおける森林の変貌一一

はじめに

タイ王国の通称イサン (lsan)と呼ばれる東北

部を歩いていると，水田の中に木々が林立してい

る景観に出くわすことがある。日本では全く見ら

れない特異な風景である。この風景は畦畔でl宜lま

れた天水田に多く見られる。この特異な景観を形

成する天水田|均の木々は， 一般に 「産米林jと呼

ばれている (写真 l参照)。

産米林はタイ圏内では主としてコラー卜高原上

に多く分布する。それはほぼ200年前にメコン川

左岸(ラオス)から右岸(コラー ト高原=東:1ヒタ

イ=イサン)に渡った，ラオ族のコラー卜高原の

開拓の歴史に深く関わっている。ここでは，その

産米林に焦点をあて，その景観を形作った形成過

程を農民の目から明らかにしたいo q寺に農民が森

林で覆われた未聞の地に入慌して， どのように森

林を開拓したのか，ほとんど明らかにされていな

い。現在なら当時の様子の聞き取りがかろうじて

可能なため，開拓の様子を明らかにすることによ

写真 l 産米林

舟橋和夫・小坂康之

って，産米林の形成過程の一端を明らかに したい

と考えている。現在の世代は初期の入植者の 2-3

代目にあたるため i来い聞き取りはできなかった

が，開拓の歴史すなわち産米林の形成過程のでき

る限りの詳細な記述を心がけた。

その後，イサンはバンコクの支配するタイ王国

の一部へと組み込まれて，近年(1990年代)で

は高度経済成長を経験した。農民はその渦中にあ

って水田耕起ではそれまでの水牛による耕起か

ら小型耕転機による耕起に換え，極めて効率よく

作業を行えるようになった。その時耕起作業の妨

げになるからと.多くの産米林を切り倒した。現

在では水田の産米林は非常に少なくなり， 一部の

水田に見られるに過ぎなくな りつつある。

産米林の減少と時を同じく して，水田を囲む帯

状のi陸自半に農民は再び木々を植えるようになっ

た。水田の峰畔や畑地に造林している主な樹種は

ユーカ リである。|珪nJ:I'に好んで造林 しているの

で曾われわれは 「畦畔林」と呼ぶことにしてい

る。なぜ農民は畦畔林にユーカリを選択し普及さ

せたのか，パルプ産業の動向によってその背景を

明らかに したい。

なお，主たる調査地は， イサンの東部に位置す

るヤソ トン県クッチュム郡カム ・ボン村 (Ban

Khalll Bon， Alllpho巴 KutChUIll， Changwat Yaso-

thon)である。また，主たる調査期間は 2013年

9月4日から 8日町 および2014年3月4日から 7

日と 8月6日から 19日の計3回である。被調査

者は主として村長の配偶者.ウ‘エットスワン・ ア

ドハン (VaetsuwanAdhan)氏である。それ以外

にも村長の!l手びかけに応じてく れた 10名ほどの

村人が質問に答えてくれた。
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1.産米林

「産米林(RiceProducing Forests) Jという造語
を用いて，タイ国東北部に見られる水田に木々が

林立している特異な水田景観を最初にレポートし

たのは.高谷と友杉である(1972 a: 66-72; 1972 

b: 77-85)。彼らのいう産米林の見られる「丘陵

上の水田Jとはどのようなもので.産米林にはど
のような特徴が見いだせるのか.議論をする前提

として指摘しておきたい。

彼らはまず東北タイに見られる水田を 2つに類

型化する。ひとつは東北タイの東西に流れる 2本

の大きな河川であるチー河とムーン河の河川沿い

に見られ.平坦もしくは緩い段丘・平原状の地形

に発達する比較的連続的な水田を指摘する。彼ら

はこれらを「平原上の水田」と呼ぶ。他の一つ

は.上記の水田を取り巻いて斑状に分布する比較

的小規模な水田群である。斑状の水田は.急峻で

はなく緩い丘陵地帯の地形的に低所に位置する。

一つの大きさはおよそ l万ヘクタール程度であ

る。この水田群を「丘陵上の水田Jと彼らは名づ
けた。

丘陵上の水田は，基本的に地形によって支配さ

れる二重の構造を有する。水平な谷底回と傾斜を

もっ山腹田に対置されるこ重の構造体であるo そ

れらは農業的観点から以下の特徴を有する。景観

的に.前者では木のない開けた水田が見られ，後

者に見られるのは木の多い水田である。湛j既施設

については，前者は水路密度が高いが.後者では

水路はまず見られず天水田である。稲収量では，

前者は安定した収量を示し ライ当たり平均 30

タングの収量に対して，後者は不安定な収量であ

り，ライ当たり 10-20タングの収量しかないと

いう (υ。また.前者は比較的古くから開けている

水田であるが，後者はごく最近の開拓国である。

両者は上述のように対置的な農業上の特徴を有す

るが.比較的開拓の新しい水田が多く天水田が支

配的な山腹自について.その特徴を続いて指摘し

たい。

彼らの調査した時点(論文の刊行は 1972年)

では.山腹の天水田の特-徴は乱雑に広がって疎林

の中に即席に聞かれた水自の様相が報告されてい

る。その疎林が産米林である。産米林の立木は，

胸高直径 15-30センチ程度のものが天水回全体

の80パーセントを占め.立木間隔は普通で20-80

メートルであり.それらは畦畔上といわず水田圃

場中といわず.いたる所に生えている。水田には

いかなる瀧概施設もなく.そこに植えられている

水稲はたいてい貧弱である。そして.もともと山

腹一帯は巨木の混じった林であり.その中でも比

較的水利条件のよい所に稲が植えられた.と報告

している。ところが.その種の山腹天水田がいつ

ごろから生じたかについては.直接の情報はな

し、g

山腹天水田の形成については.福井が興味深い

報告をしている(200 1: 13 -] 4 :福井・星川.

2009: 90-102)。彼はタムノップという土堰を利

用した濯概方法を調査する中で. 20世紀前半の

タイ国の地方行政文書. 1930年のタイ国最初の

農村調査報告と長老への聞き取りから，天水聞が

車越するようになったのは 20世紀前半であると

記している。ただ それらの天水田が産米林を有

する天水田であったかどうかは明らかにしていな

い口しかし，過去 100年間に 10倍以上に増加し

た水田面積は，濯概不可能な高燥地への耕地の外

延的拡大によると指摘していることから，それら

の水田は高地にある森林への開拓を意味してお

り，そこに形成される水田は産米林を有する天水

田であろうと容易に推定できる。

通常イサンと呼ばれるタイ東北部の水田におけ

る産米林の分布密度は.以下の通りである。 1990

年の報告によれば.低密度ではヘクタール当たり

30本，高密度では 148.7本である (WatanabeH. 

他. 1990: 46)0 1993年では.ヘクタール当たり

6-31本である(Prac油iyo，1993 (Vityakon， 2001 : 

402の引用文))。また，公刊時には死亡していた

が. ]996年には原稿が完成していたという報告

(針elchaiyo，2∞0: 111)によれば.ヘクタール当
たり平均 14.9本である。最近の調査研究 (Wat佃-

abe M.， P. Vityakon and A. T. Rambo， 2014: 343-

356)によれば.低密度でヘクタール当たり 0.8

本，高密度では 44.6本であり，平均 12.1本と報

告されている。

続いて，タイ東北部の南部で比較的密度が高
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く.北部で低い傾向にあると指摘して，産米林密

度の決定要因を 5点挙げている口①土地開発の歴

史による。とりわけより近年の開発水田の方が濃

い密度を有する。②地形に左右される。高位水田

の方が低位水田よりも密度が濃い傾向にある。③

森林への距離による。森林に近いほど密度が高

い。④年間降雨量によるo 年間降雨量が多いほど

密度が高くなる傾向にあるo⑤所有地内の水旧面

積の大小に左右される。土地(水旧)面積が大き

ければ大きいほど.密度が高い口以上の 5点によ

って産米林の密度が決まるというのであるo そし

て最後に.それら産米林は“見えない森林 (invis-

ible forest)"であると指摘して，水田よりも森林

であることを強調している。

グランドスタッフらは 「東北タイの産米林J
を検討する巾で産米林形成過程を 4段階で示し，

最後に(産米)林の利用・用途を羅列している

( Grandstaff他. 1986: 278-289)。
それによれば.各段階の土地利用は主に人口の

変化(増加)と関連し，他には水田の立地とその

自然環境が関連すると述べている。第 1段階は.

森林が水田になる当初の時期にあたる。ちょうど

木を焼き払った状態で.森の中に新しい水田を一

時的に聞いたところであり 森林は密生せず高木

でもなく，まだ木が多数残っている状態を指す。

第2段階は.木の密度がゆっくりと減少・横ばい

状態になり水田ができあがった状態の時である。

そして，木は用材として選択的に伐採されるが，

有用な木は残される。第3段階では.一般には材

木は不足しているが森林の利用が可能ではない状

態の時である。産米林を保護あるいは植林するこ

とがしばしば見受けられる。用材として利用可能

な(産米)林が水田内に存在したら.それらは子

どものためといって保護される傾向にある。農民

たちは.果物の木や薬として利用可能な木など価

値ある木を植える。第4段階では.水田にはほん

の少しの木が残っているのみである。しかもそれ

らの木は用材として利用されるわけではない。産

米林として存在する木はほとんど植林されたもの

であるo しかも植えた豆類の支柱.食物，薪.家

畜の飼料などには利用されるが.用材としての利

用はみられない。

その最後には産米林の用途について羅列されて

いるo それらを見ておこう。産米林の利用には日

除食糧・薬.家畜の飼料，薪・炭・材木，動物

の生息所.主要建材，支柱・フェンス，台所用品

・家具.マンゴー・タマリンド・仏頭果・パパイ

ヤなどの果物.落ち葉・枝.水田畦畔の保護木.

わらの保管木などが挙げられている。

2. 産米林の形成過程

前章で見た先行研究を踏まえた上で，実際に農

民たちがどのように開拓をして.産米林を形成し

ていったのか，を記述したい。ここで述べるの

は.上述のようにタイ東北部の小さな県であるヤ

ソトン県カム・ボン村での開拓の話である。

この村に入植したのは約 120-130年前である口

現集落から岡南の方向に直線距離にして 5キロメ

ートルほど行った集落 コック・シ一村 (Ban

Khok Si)からの移住であった。この地の開拓(chap

chong)は.コック・シー村からの 3家族でスタ

ートした。カム・ボンキすは.周りを小さな河川に

固まれて，集落の中心を頂点として丘状に椀をひ

っくり返したような地形をしている(図 l参照)。

集落の中心から見て東側と南側と西側の 3方向か

ら開拓をスタートさせた(図2参照)。まず川沿

いの低地から開拓して その後中心の高地(現在

家屋が集まっている場所)に進んだ。そのやり方

は以下の通りである。

最初.現住集落の南側の低地にある川に到着し

た。その川縁にある森林の中でだいたい高さ 10

メートルを基準にして，それより高い木は残し，

それより低木すなわち小さい木はまず全て切り倒

したロ低い木を切ることによって作業するスペー

スを確保し.その後切り倒した木を乾燥させて.

集損害

図l カム・ポン村の模式図
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凶2 カム ・ポン村の入他順序

火を放った。10メートル以上高い木は燃えない

で残るので¥その高木をノコギリで切って倒し

た。ただもっと大きな巨木や堅い木の場合は.人

力で切るのは困難なので残さざるを得なかった。

たとえば.Mai'2 Yaang (No.20'))). Mai Ta }くiyan

Thong (No.24). Mω Daeng (No.45).ル!日iむk

(No.25). Mai Phayllng (No.女)といった樹極の

ことである。そうして堅い巨木を残して.ほぽ全

部の木を倒して燃やした。これが開拓の最初の作

業である。その後の作業は 低地と高地で異な

る。なお，この時期に見られた槌物の一覧が「付

表 カム ・ボン村における有用植物リストJの
「植栽」欄にO印の付いていない植物である。バ
ラエテイに富んでいるのが理解できょう。

ここでは 3 まず最初に人の手では巨木を切り倒

せないので.そのまま残して，他のほぼ総ての低

木を燃やしたと述べている。その残った巨木がや

がて家屋の建築の際に利用できるようになるので

ある。

低地ではまずは畦畔 (カンナー)を作った。畦

畔内に水をためて.水牛をi.illれてきて土地を弱|し

た。コメ(水稲)のみを植えた。NaPhi (雨季作

田)専用の水田として利用できるようにした。他

の作物は植えなかった。そこに米の種籾を撒い

た。撒播(ワーン)してi't'i床と した。畦畔を作っ

た耕地は本田として，大き くなった苗床の苗で|干|

植えをした。そのとき{氏地(低位凶:Na LlIl1l) 

にj散いた水稲の品種は KhaoDoおよび KhaoHai 

という締米であった。両者の内守KhaoHaiは低

地でも同地 (百1;位m: Na Don)でも栽培可能で
あったので守高位回ではこの品種のみが梢え付け

られた。低地の水田化は少しずつ行ったので時間

が掛かったが，収量が安定してきたら水田の米を

中心に食1~lt を1í{jj保するようにした。 水田の出来が

よいと.後述するように白地では陸稲は植えずに

ケナフや他の食べ物を植えることができた。水田

の出来が悪いと.高地には|盗稲を植えざるを符な

かった。

他方φ 同地の場合は低位田の水稲作だけの栽培

とは異なり。多くの作物を栽培した。いわば畑地

としての利用に似ているといえよう。

l年目は.木々を燃やした直後で雑草が少なく

稲を植えるのに適しているので.陸稲を槌えた。

|箆稲は水をためる必要がないので畦畔は造成して

いない。2年目と 3年自には.ケナフを槌えた。

収機はオークパンサー (出安居)後ぐらいに行

い.それを低地の小川に持って行って水に浸け

て.繊維だけにした。4年目はスイカ.カボチ

ヤ.コーンなどさまさまな野菜を植えることが多

かった。5-9年目の5年間は何もしないでおくの

が普通だ、った。だから 小さな木が生えてくるこ

とも多かった。それらの小さな木を切って燃やし

て. 10年日に再び陵稲を植えるようにした。こ

のようにして， 10年間を lサイクルとして 未

開拓地で繰り返して徐々に開拓地を増やしていっ

た。

ただし.低位田で植えている雨季作の水稲作

で.年間の食紛が確保できた1JJj合は.高地では何

も他えないか，ケナフ栽培だけに力を入れた。ケ

ナフを植えたのは換金できるからである。ケナフ

の仲買人がヤソトンのUr]からi:lい付けにたびたび

来たので.彼らにケナフを売って換金した。他の

換金できるものとしては.Ton ト~iyllwo (No.女)

がある。これもよ く他えた。これは枕用の綿とし

て佼月!するので.同じく換金作物としては重要な

ものであった。換金作物以外では 綿をよく栽培

した。綿は円常の衣服(綿織物)には欠かせない

ものであったので，自家消'1'i:朋として栽培 した。

その他に，シルクの織物も寺(ワット)への参詣

のfI寺に必要なので.カイ コを飼って絹織物に仕立

てた。!4誌が織ることが多かった。そのため.アリ
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塚にクワ (BaiMon/Ton Mon (No.貴))を植え

て.葉をカイコに食べさせていた。アリ塚に植え

ると.土が良いのでおおよそ 3か月でクワの葉が

取れるようになる。ケナフのように.痩せた土地

に植えてもよい作物とは異なる。

開拓を始めた当初は，本格的な家屋(自宅)を

建てることはなく.簡単で簡素な出小屋 (Tien

Na) を建てて.そこで毎日を過ごした。低位田

と高地の畑地が離れているときは両者にそれぞれ

簡素な出小屋を建てたが，両者の耕地が近くにあ

るときはどちらかの耕地に一つだけ出小屋を建て

て作業に勤しんだ。

出小屋は必ずアリ塚の上に建てた。アリ塚の頂

上から壊しはじめて 地面から 20-30センチぐ

らいの高さになると.それを平らにして，出小屋

の土間として利用した。出小屋は自宅のように高

床式の木製の床を設けなかった。だから，この出

小屋は屋根と柱だけでできている簡素なものであ

り，アリ塚の土の上で、座って食事をしたり.寝た

りした。出小屋の屋根はI Ton Saat (No.22)の

葉を裏向きにして葺いた。この葉は丈夫なので，

2-3年間は利用できた。壊したアリ塚の土は，近

くの水田や畑に入れ 肥料として利用した。普通

の家屋(自宅)は建てるのに 1-2か月は掛かる

が.出小屋であればだいたい 1週間ほどで完成さ

せることができるo 出小屋の大きさは普通商さ 2

メートルぐらいで幅2メートル，長さ 3メートル

ほどの大きさであった。

この時期では，必要な木は出小屋を作るときだ

けで.直径 10センチ程度の丸太であり.あまり

太い木を必要としていない。したがって.低木の

木の利用が主であり.巨木は開拓初期と同じくそ

のまま残るという。

出小屋の次は，たいてい米の保管庫である米倉

を建てた。米倉は出小屋に比べると丈夫な建物で

ある。インフォーマントの家では最初に米倉を建

てたのは. 90年ぐらい前だという。米倉の柱と

梁などを釘で留めるようになったのは 70年ほど

前に釘が入ってきてからというが，それ以前は釘

を使わずに木と木を組み合わせて建てたという。

そうすると.木と木の間は隙聞ができるので.そ

の隙間にはアリ塚の土に水を加えて全体を塗っ

た。屋根は. Mai Kung (No. 23 )や MaiSaat 

(No.22)を用いて，横 15センチ×縦20センチ×

厚1.5センチの大きさの板上の木片を作り.それ

を2，000枚から 3，000枚ぐらい用いて屋根に敷き

詰めて葺いた。時には壁などを竹で作る場合もあ

ったが.その場合は外側も内側もアリ塚の土で塗

り闘めて，作った。

米倉の建築にはかなり大きな木が必要になるの

で，火を入れるときにはその程度の大きさの木が

見つかると，予め切り倒して保管する場合もあっ

たという。保管していないときは，建築場所の周

辺を見渡せば該当するような木はいくらでもあっ

たので.自由に切って使用していたという。この

時期はまだ建材に困ることはなかった。

なお，約 35年前に植えていた水稲の品種はISan 

Pa Thon. Khao Khao. Khao Pa Kaen. Khao Ma 

Muaiの4種類であるが全て桶米である口うる

ち米は. Khao Chao Daengという品種を植え.麺

(Kanom Chin)を作るのに使用していた。現在見

られるように，嬬米を三食の常食米として食べ，

うるち米をときどき嬬米の代替米として食べるよ

うなことはなかった。

川のある低地から現在集落を形成している場所

(高地)まで開拓するのに.約60年かかった。開

拓が終了するまで森の中の出小屋に住んでいた。

低地の出小屋に住んでいたときには，川の側であ

り低いので出小屋がよく水に漬かった。

開拓が高地まで達したとき すなわち森林の開

拓が終了したとき 家(自宅)を建てた。家を建

てるときの建材は.自分自身の開拓した土地の範

囲だけからでなく 一緒に開拓した 3家族の開拓

地に残っている木を用いてもよかった。特に大き

い木 (MaiYaang (No.20)など)は高地よりも低

地に多く生えていることが多かったので，他の開

拓低地(水田)の中にある木を利用した。インフ

ォーマントが結婚したお年ほど前までは， 3家

族内の開拓地であれば好きな木を好きなだけ利用

できたが，それより 5年ぐらい後になると，土地

の所有権が確立して，家の建築に利用する木材は

基本的に自分自身の開拓地から用達するように変

化した。

低地から始まった開拓が高地に達して，自分た
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ちの住む家屋を建てたが その建材は集落の周辺

から自由に切って用いたという。特に柱には大き

くて丈夫な木が必要になるので.周辺で最適な木

を探した。同じように梁材や床材も最適な木を探

して.調達するようにした。

35年前(インフォーマントの結婚時)には水

田の中には，まだまだ巨木を中心に多くの木(産

米林)が残っていたが.その後たくさんの家屋が

建ったので巨木を中心に建材として悉く使用した

ため. 10-20年前ぐらいから現在のようにほぼ総

ての水田の中の木(産米林)が少ない景観になっ

た。

森林が残っている時には野生の動植物が簡単に

手に入った。それは農民にとって基本的に食べ物

が豊富であることを意味し 飢えの心配のないこ

とも意味した。それと同時に 野生の動植物は美

味しい食べ物であるが.現在では野生のものが少

なくなった。そのため村人は野生の動植物を食べ

たくなると，比較的まだ食べることができるラオ

スまで食べに行くようになってしまったという。

また.森林が残っていると涼しくて，集落の中や

水田の中が歩きやすい。ところが現在では木が少

なくなって暑い日が多く 集落の近所の家に行く

にもバイクについ乗るようになってしまったと村-

人は嘆く。

3.家屋建築時の樹種選択

ところで，家屋を建てるときに利用する建材に

は.以下のように樹種を選択して利用していたと

いう。その知識は極めて豊富である。

1 )柱材

家屋を建てる際に柱 (Sao) として利用する樹

種は.次の4種類の木であるoTon Kik (No.25). 

Mai Daeng(No.45). Mai Tae(No.43). Mai Phayung 

(No.女)の4種類の建材であるo これらの木は全

部高地に生えていて 低地にはあまり生えていな

い。また，これらの木はまっすぐ伸びる木であ

り.柱として利用する場合は，樹齢 80年ぐらい

の木で，直径40センチ，高さ 10メートルぐらい

の大きさの木を利用する。しかも.木は芯に向か

つて 3層からなるが柱として利用する場合は.

その表皮 (PhiakNok) を剥ぎ，続いて第 2層

(Mok) も剥ぐ。日本語では表層と第2層の部分

を辺材というが.その辺材を全て剥いでしまう。

最後の芯の部分 (Khaen).日本語では心材(芯

材ともいう)というが.そこは非常に堅いので，

辺材をはぎ取った心材の部分を柱として利用す

る。表皮と第2層の辺材は，シロアリなどに食べ

られる心配があるが芯の部分の心材はシロアリ

に食べられることはまずなく，柱が長く持つ。し

たがって.高地で伐採したらまず表皮を取り，続

いて第2層まで剥ぎ.心材だけにすると家屋の建

築する場所まで.昔は牛車で.今はトラックで運

んできている。ただし近頃では，伐採が禁止され

ている場合もあり.木材の心材の代わりにコンク

リートの柱を利用する人が多くなりつつある。

2)梁材

家屋建築の際に.梁にhanTan) としての利用

したのは次の 3種類の樹種である。 MaiKung 

(No.23). Mai Yaang (No.20). M剖 Saat(No.22) 

の3樹種である。これらの木はまっすぐで高くな

る木ではあるが.柱にする木ほど堅くないので柱

には使用できない。樹齢30年ぐらいの木を用い

る場合が多いが.それは直径30センチ，高さは

15メートルぐらいの大きさの木である。用いる

ときは表皮のみを剥いで 第2層と芯の部分を残

して用いるという。そのため 柱よりも多少細い

木も用いることができる。

3)床材

床材に用いる樹種は以下のものである。MaiKik 

(No.25). M剖 Daeng(No.45). Mai Tae (No.43) 

の3種類の建材であるロ柱材に用いる樹種と変わ

らないが，床にあまり軟らかい木を用いることは

まずないからである。特に MaiKik (No.25)は

水田に生えている樹種が黒く，高さは 10メート

ルぐらいになるが.山に生えている場合には高さ

も20メートルぐらいになる場合があり，色も白

くなっているo だいたい水田で、生えている木は堅

いという。
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4)壁材

壁を日本のように竹と土で作るのではなく，木

で作る場合も多いが，その場合は以下の樹植を用

いるという 。MaiTa Kiyan Thong (No.24)， Mai 

Kung (No.23). Mai Yaang (No.20)の3植の建

材である。MaiTa Kiyan Thong (No.24)は水に

強い木なので，壁としてはilt適で、ある。この樹極

は水に強いという理由で.船を作るときにもよく

用いられる。その場合は 100年ぐらい経過した木

で.直径 lメートル.高さ 20メートルぐらいの

木が理想的な大きさで，1本の木で船の全体を作

ることが可能とし、う。

5)窓材

その他に窓の枠と念、の外44k，および木製の窓全

体を作る場合の建材は。以下のものである。タイ

では，窓、自体を木で作つである場合もあればガラ

スの場合もあるが，伝統的家保に|浪れば.窓自体

にガラスを用いるのは少なく，圧倒的多くは木材

で作る。それをしっかりと 止めている窓枠の材木

は MaiSaat (No.22)である。そうした窓枠を支

えている窓の外枠については句MaiNaam Pra Du 

(No.78)を月jいる。さらにそれら窓全体を枠のご

とく囲っている窓の木材は MaiTa Kiyan Thong 

(No.24)である。

6)出小屋の建材

上記の出小屋を作るときに用し、る建材は 1 柱で

はMaiKik (No.25)であり 守総とj未では MaiKung 

(No .23) を 月~l.-'ることが多し、。それらは，だいた

い樹齢20年ほどの木を用いる。 山小屋の柱，梁

と床の 3者とも，木の大きさは家屋建築11寺より

も句小さいものを利用するという。

これら家屋やH'，小屋を建てる際の樹極の選択

は まず柱にする木を選び，次に床にする木を選

んで 最後に梁に用いる木を選ぶという。

4.ユーカリによる 11庄畔林

ここ数年， タイ国東北部を歩いていると，全体

の開拓に伴って形成された天水田内の産米林に替

わって e 平地水用を囲む11日:畔にユーカリ (Yuka

(No.67) )を植林する民民の増加が日につく 。天

写真2 畦四半林

水田のI=1Jに点々と木々が立っているかつての産米

林の景観とはまったく違って，平地の水田の中に

は木々は l本もなくー周りの畦畔に主としてユー

カリが占拠しているのである。景観が大きく変化

した。このような変化した景観の背景を見ておこ

つ。

土方 (2007)は次のようにいう。ユーカリの植

林は，世界的に広範囲に見られる産業造林の一つ

であり，ユーカリは植栽後5年前後で伐採期に達

するほど成長の早いこと，そ して植栽後は手間の

かからない樹種であり，紙パルフ。生産の原料や足

場材としても有用で、あることを背景に，有望な造

林樹極として世界的に普及した。しかし.その導

入においては生態的 ・社会的に問題を抱えている

というので，各地で紛争を起こしてきた有名な樹

極でもある。たとえば，熱帯地域で国有地にある

天然林の伐採t涯を国から付与されて行われた伐採

やプランテーション造林によって.地域住民の生

活維や伝統的な森林管理の方法が無視され侵害さ

れてきたというのである。そのため 住民と国家

間で激しく対立する場合がしばしばみられた。

熱帯林業の造林で普及したユーカリは.ブラジ

ル，南アフリカ.インドネシアなどに見られる

企業による大規模なプランテーションだけでなく

小さな農家世帯による林業として小規模に栽培さ

れてもいる。その値林は農家林業 (FarmFOI二

郎 try)と呼ばれている。タイにおける契約造林
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(Contract Tree Farming)はその典型例である。タ

イでの農家林業の拡大は，紙パルプ産業や建設業

の発展とパラレルに進み，農家林業をパルプ原料

の調達基盤とした産業システムの形成を成功させ

た熱帯では希な例なのである口

ユーカリがタイに始めて導入されたのは 1946

年もしくは 1950年といわれるが.ユーカリが有

望な早生樹種でパルプ原料として有望視されたの

は 1980年代以降であり.同時にパルプ原料以外

に建設用の足場材としても利用された。ユーカリ

の植栽はタイの東部および東北部で急速に拡大し

て.植栽面積は 1985年に全国で 6.2万ヘクター

ルであったが. 1995年には 35万ヘクタールと約

5.6倍に急増した。それには 1980年代後期より紙

パルプ金業の活発な活動が背景にある。ここでは

東北部に拠点を置くフェニックス紙パルプ社の動

きを見ておこう。フェニックス社は 1908年代前

半では.ケナ7，バガス(サトウキピの絞りか

す)，稲藁などの非木材パルプ生産が行われてい

たが，その後フェニックス社はケナフから竹やユ

ーカリを原料として使用するようになった。そし

て， 1994年に第 2工場が操業を始めると.パル

プの原料をほとんどユーカリに転換した。こうし

て 1991年に 17.7万トンであった短繊維パルプの

生産は， 2000年には 95.6万トンにまで増加した

という。その際，国有林の借林による自社林の造

成計画が地域住民らの反対運動により頓挫したた

め.フェニックス社は原料確保の戦略を.契約造

林による農家林業からの購入に方向転換をした。

つまり.農家から仲買人を通じて工場へとつなが

る農家一企業の流通システムを形成させたのであ

る。

ユーカリ造林が盛んになった社会的背景として

は.上記のような紙パルプ産業などの事情が考え

られるが.とりわけ東北タイではパルプ会社と農

家との契約造林での農家林業が普及し.畦畔林を

含む農家のユーカリ造林が後押しされたといわれ

ている。そして.農家では次のように説明する。

産米林を切ったのは水田での耕転機が動き回りや

すいためであり.ユーカリ造林は畦畔上での契約

造林であると。

しかしユーカリは農民にはあまり評価されな

い。それは水田に悪い影響を与えるからというの

である。にもかかわらず.ユーカリを植えるのは

換金できるという理由が最も多い。ユーカリを植

えた農民の証言によれば タクシンが首相になっ

たとき.村長から 40本のユーカリの苗木を無料

でもらい，畦畔に植えた。その5年後に全部のユ

ーカリを売り， 3，αmパーツ (4)の収入を得た。ま
た.そのまま植えていた 3年後には，株の脇から

生えてきたユーカリを再び全部売り 3.800パーツ

を得た。そのまま手入れもせずに植えていた 3年

後， 4，700パーツを得たというのである。無料で

苗木を入手して， 11年後には合計で 11，500パー

ツの臨時収入を得たことになる。これに味をしめ

たこの農民は.更に 100本の苗木を 250パーツで

購入し，更に臨時収入を増やそうと策略してい

る。

また次のような農家もいる。それは 2年前に

WA  (ダブル A) という品種のユーカリを植えた

というのであるロユーカリは稲にはよくないが，

3年契約の契約林業を行う際 WAというパルプ

会社との契約でもらった苗木なので，品種も WA

と呼んでいるという。その内容は. 1∞本ほどの

苗を会社が勝手に植えて そして大きくなったら

会社が勝手に切って 会社はトン当たり 700パー

ツで買い取るという。その場合，たいていの農民

はどれぐらいの量のユーカリが売れたのかは知ら

ないD 金額だけしか彼らには知らない。ただ，製

紙会社ができた時は.ユーカリの苗を自分で買っ

て植えるしか方法がなかったが.現在では会社が

無料で苗木を配布してくれるので.大いに歓迎す

るという。

おわりに

既に見たように.東北タイに数多くみられる産

米林のある特異な水田景観の形成は.主としてラ

オ族の入植者たちによる森林開拓の結果である D

彼らは低地から高地に向かつて水田開拓を開始し

た。開拓当初は細い低木を切り倒して火入れをし

ていったが.太い巨木は燃えないため残った。そ

のようにして残った比較的太い大きな木が最初の

産米林となった。その後 出小屋や米倉および自

宅の家屋用の建材として有用な特定の樹木が，残
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った産米林の中から消費された。未開の森林の木

はもちろんのこと，水田として閥かれた圃場にあ

る有用な木(産米林)も伐採の対象とされた。イ

ンフォーマントの説明によれば. したがって産米

林は森林の水田開拓時の燃え残りであり，そして

残った産米林の中で、建材として不伐採の木々によ

って構成されているというのである。産米林は森

林開拓の「残余林Jといっても間違いではなかろ
う。 Vityakon(1993 (Vityakon， 2001 : 402の引用

文))は.現在の産米林について“forestsurvi-

vors であると.本論と同じような表現をしてそ

の現状を説明している。ただ建材JjJ途の産米林

は，建材として有用な巨木の立木数が多すぎない

限り.ほとんどが近年建材として利用されてしま

い.産米林としての残余林は極めて少ないといえ

よう。

しかし，現状の産米林をよく観察してみると.

上記のような水田開拓や家屋建築だけでは説明し

つくせない雑多な木々が産米林として散見され

る。最後にそれらについて触れておこう。

それら水田に残されている木々(産米林)は.

基本的に農民に有用であると認識されている有用

木である。農民に産米林の用途目的を尋ねると.

薬としての利用，樹脂の採集.塗料の原材料，家

畜飼料としての利用，日陰としての利用.子ども

や孫のための建材，野生の食紺としての利用や匂

いが良いため利用する木など多岐にわたる。その

いくつかを簡単に説明しておこう。

たとえば薬として利用する木はいくつか知られ

ているが. Ton Khae na (No.禽)は解熱薬とし

て.Ton Tako (No.女)は筋肉痛の薬として.Ton 

Phayom (No.*)は利尿薬として.Ton Kathin Phi-

man (No.肯)は解熱薬として I Ton Sadao 

(No.57)は腹痛薬として.Ton Sakae Na (No.禽)

については，効能は不明であるが薬として知られ

ているo このような木が初期開拓時に残ると.そ

のまま残して利用するというのであるo

子どもや孫のために残している木は，水田中や

畦畔上など場所を問わない場合が多いが，総じて

建築資材として有効な大きな巨木が多い。しかも

樹種が特定されている場合がほとんどである。当

たり前であるが，建材として不適切な木を残した

という例は皆無である。既に述べた柱材，梁材や

床材として最適な木を意図的に子どもや孫のため

に残し，将来それらを建材として利用するつもり

であるため.そのような木が水田に残っている場

合は相続時にも高い評価を受けるという。また，

やむを得ず該当の木を伐る場合は，製材をして自

宅の高床式の床下などに保管している場合もみら

れる。

休憩(休息)の時に日除用として利用する産米

林が残っている場合は.水のある場所では腰掛け

て休むことなどできないため，水田の中に位置す

る木ではなく，畦畔上にある木の場合が多い。そ

して.彼らにその理由を尋ねると，休憩用の日除

にするためにその該当する木を水田凶地の中で意

図的に残したのではなく.残っていた木の傍で休

むようにしているだけで.r日陰(休憩)のため
の木Jになったという。
上記以外に.樹脂として利用 (TonHiang (No. 

肯). Sabaeng (No.肯)I Teng (No.貴)I Phayom 

(No.*) I Phluang (No.貴)の 5樹種が確認され

ている)，染料として利用する木は Tako(No.女)

が知られているが これは黒色に染めるとき用い

る。また，農具・家具に使用するためや.寺への

参詣時に必要なタンプン (ThamBun (功徳行)) 

用の花を摘むためや，あるいは果物の収穫のため

など，極めて実用的な目的で産米林を利用する場

合も多い。また落ち葉の効用では優劣の評価が割

れたりするが，落ち葉を肥料として利用したり，

木があるため飛んでくる烏の糞も肥料として有用

であると述べるなど.極めて多様な利用が目撃さ

れる。

東北タイでの産米林としての景観が伐採により

消滅した時期(ほぽ 1990年代)とほぼ同じくし

て.パルプ産業による契約林業という形態を取り

つつ.ユーカリを畦畔に植林する方法が東北タイ

で急激に普及した。産米林に替わってユーカリが

畦畔上に植えられるようになったのである。畦畔

L-.にはユーカリだけでなく，タマリンド (Makam

(No.*) )やマンゴー (Mamuang(No.2&3))な

ど呆物，実を食べる樹積も多く植えられる傾向に

ある。

最後に取り上げたい造林活動のひとつは.森林
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の減少に危機感を抱いた村人たちによる活動であ

る。その活動に賛同した村人によって木が植えら

れるというが.木は水田の傍らに植えられ，水田

の圃場中に植えられる場合は極めて少ない。今ま

でに植えられた木は Ton Ko(No.46)， Ton Sadao 

(No.57)， Ton Saan (No.19) ， Ton Kik (No.25) 

といった樹種であるという。それらの樹種の選定

ではどこにでもある木であることが最重要視され

た。というのは.ボランテイアで造林をするの

で，近くの森林から無料で移植できることが条件

であったからである。また 木の実が食べられた

り，いい匂いの花が咲く木々であれば更にょいと

いう。このように森林の減少に少しでも対応しよ

うという動きが.村人レベルでも始まりつつある

のが現在の東北タイの姿の一端であるといえよ

つ。

謝辞

毎日.毎日村々を回って村の開拓史を尋ねても.

なかなか調査に応じてくれなかったり.情報があま

りにも嘘味で聞くのもためらうような村人が多い状

況が続いた。そのような中で，情報が極めて正確で.

快く調査に協力してくれた数少ない優秀なインフォ

ーマントが.今回のレポートの主たる情報源である

ヴェットスワン・アドハン (VaetsuwanAdhan)氏で

あった。彼は該当村の村長の配偶者であり.妻の村

長は多忙を極めていても.障害者の娘の世話がある

からかいつも玄関の長椅子に座っていて.長時間の

インタビューに嫌な顔一つせず応じてくれた。しか

も.記憶が怪しくなると他の村人に聞くという熱心

さに本当に助けられた。感謝申し上げる次第である。

なお，この研究は.科研費『熱帯の産米林農村に

在来する生物の機能を活用した農業生産と資源利用

との調和J(研究代表者:岐車大学応用生物学部宮川
修一)の研究分担者として行った現地調査の 1部を

報告したものである。

註

(1) タング (thang)は容量の単位で， 1タングは約 20

リットルである。ライ(凶)とは面積の単位で， 1 

ライは 1，6∞平方メートルである。

(2) ここで用いている Mai，Kok. Tonは総て「木J

を意味するが.それぞれの話し手が好き勝手に用

いているというので ここではそのまま記入して

いる。付表でも同じ意味で用いる。

(3) 樹木の名称の後に入っている番号は.付表の最

初の欄に書かれている番号 (No.)を意味してい

る。また.*印は付表にはないという意味である。

(4) パーツは通貨の単位であり.当時のレートによ

れば 1パーツは約3円であった。
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用途

建材

炭

建材、食物(森のマンゴー)

食物(実)

食物(実)

薬

食物(実)

練、家具、食物

食物(実・ココナツ)

タンプン用の花

特になし

建材

家具(:Jフア)

枕用の綿(実)

炭

炭

建材

食物(果物)、炭

炭

建材

建材

建材

建材

建材

建材

建材

建材

食物(花)

炭

食物(実)

食物

キンマ(食:咽むもの)

特になし

特になし

建材

建材

建材

食物{実)

建材

建制

生育地

低地(NaLum)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

高地(NaDon) 

高地(NaDon)の畦

屋敷地内

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

屋敷地内

高地(NaDon) 

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)と低地(NaLum)の崎

高地(NaDon)の畦

水辺

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)の畦

屋敷地内

低地(NaLum)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)の畦

低地(NaLum)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)の畦

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

高地(NaDon) 

高地(NaDon)の畦

屋敷地内

高地(NaDon)の畦

低地(NaLum)の畦

低地(NaLum)の畦

低地(NaLum) 

高地(NaDon) 

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

高地(NaDon) 

屋敷地内

低地(NaLum)の畦

高地(NaDon)と低地(NaLum) 

イサーン語名の英語表記

Naam Kiyan 

Kok Ma Muang saan 

Ma Muang Paa 

Ma Kok 

Mak Phii Phuan 

Ton Khao Laam 

Ton Maak 

Kiya Waai 

Ton Ma Phrau 

Ton Dok H品《

Ton Khang Khok 

Kae Fooi 

Ton Ngyu 

Nyu Phaa 

Ton Ta Khai 

Ton Khae 

Kok Suak 

Som Moo 

Kok S岨n

Kok Yaang 

S8 Baeng 

Kok Saat 

Kok Kung 

Ta Kiyan Thong 

Kok附k

Ka Yoom 

Kok Hang 

Khon Khaen 

Kok Miyat 

MaYom 

Kham Phom 

Som Poi 

Ton Kiya Jaan 

Ton KaJai 

Ma Khaa 

Kok Yung 

Paan Dong 

Kha Tin 

Kok Aran 

Kok Du 

イサーン語名

Anacardiaceae i11Lrruu 
Anacardiaceae nn1Jt1h"lIlu 
Anacardiaceae lIt1h.Jlh 

Anacardiaceae 幻むn~n

Annonaccac 1]"n自同lU

Annonaceae &lUtf'l別1l11J
Arecaceae flU¥UJ、n
Arecaceae L帽~l可也

Arecaceae 6fu山w>fn
Asclepiarlaceae lIu6IiJn官n

Bignoniaceae &lUFll¥l狗n
Bignoniaceae LL肉 N~~

Bombacaceae ~u~h側1/Gfu3l

Bombacaccae 31闘1

Celasiracl冗te oi'u倒.tl'I
Combrctaceae &fuun 
Combretaceae nmi1iln 
Combretaceae e(1J剖a

DiIleniaceae nna、u
Dipterocarpaceae nnu，，， 
Dipterocarpaceae eltU1J¥I 

Dipterocarpaceae nntf1flt/nn'!l'61 
Dipterocarpaceae nntl" 

Dipterocarpaceae ~tLiI(JUVl ihl 

Dipterocarpaceae nnnn 

Dipterocarpaceae nl:[Ji))J 

Dipterocarpaceae nna-J 

Dracaenaceae 伺~U~向U

Euphorbiaceac nnL\o\ fl tJ~ 

Euphorbiaceae 幻.~別

Euphorbiaccac 旬、幻自 ~IJ

Fabaceae lilJiI~~ 

Fabaceae L再u司、u

Fabaceae Mun'S:司、u

Fabaceae 刻.tJl

Fabaceae nnQ-J 

Fabaceae tJ、U~。

Fabaceae n'S:ftu 

Fabaceae nnil:a1-J 

Fabaceae nnlij 

科名学名

1 Gluta usitata 

2 MangJ:晶'/"aindica 

3 Mangifera sp. 

4 Spondias pinnata 

5 Po!yalthi8 sp 

6 Unidentified sp. 

7A月四 catechu

8 Calamus sp. 

9 Cocosnua岳'r8

10 Calotropis gigantea 

11 MJ1linlltonia hortensis 

12 Stereospermum ffmbriatum 

13 Bombax 'p. 1 

11 Bombax sp. 2 

15 Sa/acia chinensu， 
16 Combretum quaQケangulare

17 Terminalia alata 

18 7iト'rminaliach('bula 

19 DHlenia sp. 

20 Diptprocarpus aJatus 

21 D.伊印何回rpusintricatus 

22 Dipterocarpus obtusifolius 

23 Dipterocarpus /uherculatus 

24 Hopen odora/a 

25 Shorea obutusa 

26 Shore8 roxburghu 

27 Sho，月'aSlamenSJS 

28 Dracaena sp， 

29 Aporosa villosa 

30 Phyllanthus 8cidus 

31 Phyl加 thusemblica 

32 Acacul concinna 

33 Bute8 sp 

34 Acacul sp. 

35 AlZe!i8 xy!oc8Ipa 

36 Da/bergia cochinchinensis 

37 Dalbergia sp. 

38 Leucaena leucochephaJa 

39 Peltophorum dasyrrhachis 

40丹erocarpusmacn町 arpus

No 
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高地(NaDon)の畦 家具(ソファ)

屋敷地内 食物(白い花みたいなもの)

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 建材

高地(NaDon)の畦 食物(実)

高地(NaDon)の畦 建材

高地(NaDon)と低地(NaLum) 柵

高地(NaDon)と低地(NaLum) 炭

高地(NaDon)の畦 食物(葉)

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 炭

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 食物{葉)

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 建材

高地(NaDon)の畦 食物(花)

低地(NaLum)の畦 家具(ソファ)、建材

高地(NaDon)の畦 薬(煎じて飲むと安産)

屋敷地内 食物(業)

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 炭

高地(NaDon)と低地(NaLum)の固と畦建材、食物、炭

高地(NaDon)と低地(NaLum) 食物(葉)

高地(NaDon)と低地(NaLum) 炭

高地(NaDon)と低地(NaLum) 建材、食物(実)

高地(NaDon)の畦 特になし

高地(NaDon)と低地(NaLum) 食物(葉と実)

高地(NaDon) 食物(葉)

高地(NaDon)の畦 食物(実)

高地(NaDon)の畦 特になし

屋敷地内 食物(葉と実)

現在のみあり:水田の畦 建材

高地(NaDon)と低地(NaLum) 食物(実)

低地(NaLum)の畦 食物(葉)、炭

高地(NaDon)の畦 建材、炭

川沿い 特になし

高地(NaDon)の畦 薬、菓子材料

低地(NaLum)の畦 食物(タケノコ)

屋敷地内 食物(タケノコ)

高地(NaDon)と低地(NaLum) 食物(タケノコ)

屋敷地内 食物(実)

高地(NaDon)の畦 食物(実)、炭

高地(NaDon)と低地(NaLum)の畦 食物(実)

低地(NaLum)と)11 特になし

高地(NaDon)の畦 炭

低地(NaLum)の畦 建材

屋敷地内 食物(実)

低地(NaLum)の畦 食物(果物)
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Phak Khae 

Kok Tae 
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Kok Daeng 

Kok Ko 
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Phak Tiu 

Ton Bok 

Ka Do叩

Ton Man Paa 

Kok Tum Kaa 

Ton Jan Paa 

Miyat E 

Ka Dao(Sa Dao) 

Ton Yaa Nang 

Ton Mak Mi 

Ton Haad 

Ton Pho 

Ton Phohai 

Ton Hai 

Bak Dia 

Kok Khoi 

Ph品{IiHum 

Yuka 

Bak Sidaa 

Phak Mek 

KokW回

Kok Khai Nun 

Ton Ngaa Khao/Dam 

Mai Phai Paa 

Phai Siang Phai 

Ton Phek 

Mak Phi Laa 

Kok Th叩

Naam Pla Du 

Kok Som Kob 

Ton Yoo 

Kan Luang 

Ma Nao 

Ton Som 0 
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41 S.四四回 SllInal1 Fabaceae 

42 SesbanJa gI田 dif/or8 Fabaceae 

43 Sindora sU1J11ensis Fabaceae 

44 Tamarindus indica Fabaceae 

45 Xyli8 xylo四7J8 Fabaceae 

46 Castl1/Jopsis sp. Fagaceae 

47 Casearia gJ別府efolia Flacourtiaceae 

48 Ottelia sp. Hydrocharitaceae 

49 CratoxyJum sp. Hypericaceae 

50 CratoxyJum fonnosum Hypericaceae 

51 1m再開maJay.皿 a lrvingiaceae 

52 Care月 arborea Lecythidaceae 

53 Fagraea t同rrans Loganiaceae 

54 Strychnos n凹 bJ.剖 da Loganiaceae 

55ル1icheh"achampaca Magnoliaceae 

56 Memecy/on sp. Melastomataceae 

57 Azadirachta indica Meliaceae 

58 Thぬcoratru日dra Menispermaceae 

59 Artocarpus sp. Moraceae 

60 Arto，岨 3ヲ田 lak由ocha Moraceae 

61月cusreh"giosa Moraceae 

62 Ficus sp. 1 Moraceae 

63 Ficus sp. 2 Moraccae 

64丹cussp. 3 Moraceae 

65 StJ曲'Jusasper Moraceae 

66 Moringa olei!も'ra Moringaceae 

67 Eu，岨Iypt出 sp. Myrtaceae 

68 PSh泊'IJmguaja~'a Myrtaceae 

69 Sy甲 'gll四 F習tumv町・ gratum Myrtaceae 

70 Sy司rgiumsp. 1 Myrtaceae 

71 Syzygi，四 sp.2 Myrtaceae 

72 Sesi叩 umindJcum Pedaliaceae 

73 B8J曲usaarundiana v町 .spinosa Poaceae 

74 DendrocaJamus bn即 du'i! Poaceae 

75 Vietnamosa.sa p山dlla Poaceae 

76 Punka gr.田 'atum Punicaceae 
77 Ziz伊'husmauritiana Rhamnaceae 

78 Canthium sp. Rubiaceae 

79 Hymenodictyon ori'xense Rubiaceae 

80凡lon'ndatomentosa Rubiaceae 

81地 ucJeaa品目帥ふ Rubiaceae 

82 Citrus a町四tifolia Rutaceae 

83 Citrus maxima Rutaceae 



84 Clausena sp. Rutaceae BI~~咽1 Ton Son Faa 低地(NaLum) 特になし

85 Feronia Jimonia Rutaceae nn占。 Kok Sang 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)

86 Z.回thoxyJumsp Rutaceae IÓU別，nnutI~ T on Mak Khaen 屡敷地内 食物(実) 。
87 Dimocarpus Jong.卸 Sapindaceae 画1l~ Rarnyai 現在のみあり:畑地 食物(果物) 。
88 Lepisanthes rubiginosa Sapindaceae 別1~叫、 LiII~ Huad Khaa Tia 高地(NaOon) 食物(実)

89 Nephelium hypoleucum Sapindaceae 制tU~1 Ma Nigeu 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)

90 Schleichera oJeosa Sapindaceae nnlí~ Kok Khoo 高地(NaOon)の畦 食物(実)

百11Ber.町'llmoJlis Tiliaceae nm"，II~" Kok Liya皿 高地(NaOon)と森の近く 建材

92 Microcos sp. Tiliaceae nn伺a別 Kok Khom 低地(NaLum) 特になし

93 Muntingia白u.b町富 Tiliaceae IOUOltnU Ton Taa Kob 高地(NaOon)の畦 食物(実) 。
94 ci町四回'asp Zingiberaceae 世、t伺n Kok Kh回Khok 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(イモ・根)

95 Curcuma sp Zingiberaceae trun官L~m Ton Kra Jiau 高地(NaOon) 食物(ジュースの材料)

96 Unidentifeid sp.1 ~L\1~" E Theum 高地(NaOon)と低地(NaLum)の畦 薬

97 Unidentifeid sp.2 l"，咽u HaiHin 低地(NaLum) 炭

98 Unidenti自国dsp.3 u~:剖ifu Jeam On 高地(NaOon) 薬

99 Unidentifeid sp.4 unu司U Kaen Khuun 高地(NaOon)と低地(NaLum)の畦 キンマ(食・噛むもの)

100 Unidenti島idsp.5 包Ilu!l'u Kha Min Chan 屋敷地内 薬 。
101 Unidenti晶idsp.6 Lilm(" Kiya Sum 屋敷地内 食物(実) 。
102 Unidentifeid sp.7 nn肉、d倫3可白!nn伺11" Kok Khuai 保護林(公共地) くびき

103 Unidentifeid sp.8 nnln明、 Kok Ko Tha 低地(NaLum) 傷治しの薬草

104 Unidentifeid sp.9 nnlれn Kok S国Kh田 高地(NaOon)と低地(NaLum) 薬

105 Unidentifeid sp.10 nn目。 Kok Yuun 高地(NaOon)の畦と公共地 建材

106 Unidenti晶idsp.11 両.u別"1 Kon Khon M回 高地(NaOon)と低地(NaLum)の畦 薬

107 Unidentifeid sp.12 ifu¥1" Lan Thom 高地(NaOon)の畦 建材

108 Unidenli島idsp.13 剖tn.n也、 Ma Kok Naam 屋敷地内 食物(実)

109 Unidentifeid sp.14 也、L画、 Naam Thao 高地(NaOon)の畦 キンマ(食(実上噛むもの)

110 Unidentifeid sp.15 官nnul. Phak Kon Ao 低地(NaLum)の畦 食物(葉)

111 Unidentiぬidsp.16 ata~!I;' Salinping 現在のみあり:屋敷地 食物 。
112 Unidentifeid sp.17 lOua.創世、 T on Huad Khaa 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)

113 Unidenlifeid sp.18 古~JJílU Ton Kad Mon 屋敷地内 特になし 。
114 Unidentifeid sp.19 lOulfu咽1 Ton Lin Faa 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)、炭

115 Unidenti俗idsp.20 .ru"t司副 Ton Ma Tum 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)

116 Unidenti侮idsp.21 .rull'm川u Ton Mak Faen 低地(NaLum)の畦 食物(実)、炭

117 Unidentifeid sp.22 .ru宵'm11 Ton Phak Lam 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(葉)、炭

118 Unidenlifeid sp.23 u爵Llf1 Ton Sae Lao 高地(NaOon)の時 薬

119 Unidentifeid sp目24 岡山田腕 Ton Sup Phed 高地(NaOon)と低地(NaLum)の畦 食物(実)

120 Unidenlifeid sp.25 1Iu"Ì1~ Ton Tin T叩 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(実)

121 Unidentifeid sp.26 昔、週出血 Wan Tub Ngub 高地(NaOon)と低地(NaLum) 食物(葉)

a: Prachaiyo B. 2000， Farmers and Forests: A Changing Phase in Northeast ThaiJand. Southeast Asian Studles 38(3):3-178. 
b: Kosaka Y， Takeda S， Prixar S， Sithirajv叩 gsaS and Xaydala K. 2006， Species composition， distribution and management of tree喝 inrice paddy目eldsin central Lao PDR. Agroforestry Systems 67:ト17目
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